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  令和８年度 警報発令時の対応について（改訂版） 

 

気象庁の発表により、新たな防災気象情報の運用を５月２８日（木）から開始されるこ

とになりました。新しい情報では、河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮の４つの災害におい

て、５段階の「警戒レベル」と連動した名称に変更されました。また、洪水警報はなくな

りました。情報名称に警戒レベルの数字が付くことになり、市町村等が発令する避難情報

や住民がとるべき避難行動との対応が分かりやすくなるということです（詳細は、裏面の

【参考資料】をご覧ください）。 

つきましては、それに伴い、警報発令時の対応を一部改訂いたします。変更とした箇所

には下線を引いております。ご確認ください。 

生徒の安全のため原則として下記の対応をとりますので、ご理解とご協力をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 臨時休校の場合には、告知放送にて対応をお知らせします。 

☆ コドモンによるメール配信をいたします。 

警報発令 （岡山県北部・真庭地域） 

・ 午前５時５０分に、暴風警報、河川氾濫・大雨・土砂災害警報（レベル３以

上）が発令されている場合は、 臨時休校とします。 ただし、大雪・暴風

雪の警報については、特に連絡がない場合は原則として通常登校としま

す。 

・ 警報が発令されていても、天候が回復し、警報の解除が想定される時に

は登校する場合があります。 

・ 登校することが危険と思われる場合は、保護者の判断で自宅待機させ、

学校に連絡してください。 

・ 注意報の場合は、十分注意して登校させてください。 

・ すでに登校している場合は、帰宅させることを原則としますが、生徒の

安全を配慮し、学校に一時待機させることもあります。 

改訂版 



 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象庁「新たな防災気象情報について」より抜粋 


